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S u m m a r y

韓国 MYONE 社からの営業権譲受により�

メタバース事業へ本格参入
当社100%子会社・株式会社JB BLOCK が、Webベースのメタバースプラットフォーム「MYONE」を日本で独占的に展開します。

本資料は適時開示「固定資産（営業権）の取得に関するお知らせ」の補足説明資料ですu

本件の体制・対象・展開計画・期待される効果について、要点を整理してご説明します。

営業権の取得を決議

韓国 MY-ONE 社から営業権を譲受

固定資産（営業権）の取得

JB BLOCK が取得・運営の主体

→

プラットフォームの承継

「MYONE」のサイト資産一式を承継

ドメイン・システム・データ等を移管

2026年5月31日に取得（クロージング）

→

日本で独占展開

日本における独占的な展開

エンターテインメント事業を強化

新たな収益基盤の構築

JB BLOCK    ×    MYONE

運営実績のあるプラットフォーム基盤を取得し、JB BLOCK が日本市場の開拓を担う
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C o n t e n t s

この資料でわかること
投資家・ステークホルダーの皆様へ — 本件の全体像

取引の概要と背景

本件の取引スキーム・当事者・対象資産。メタバース市場の動向と、いま参入する理

由を整理します。

概 要 ・ 背 景

1 本件の体制と役割

JB BLOCK と、譲り受ける「MYONE」基盤それぞれの位置づけと、取得によって生ま

れる価値を整理します。

体 制 ・ 役 割

2

プラットフォームと展開計画

「MYONE」の特徴と、営業権譲受から本格展開に至るロードマップを示します。

3 期待される効果と留意点

本件で期待される効果と、将来予測に関する留意事項・前提条件を整理します。

4

展 開 計 画 効 果 ・ 留 意 点
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O v e r v i e w

取引の概要
営業権の譲受による、メタバース事業への参入

項 目 内 容

取引形態 営業権の譲受（固定資産（営業権）の取得）

譲受人 株式会社JB BLOCK（株式会社ジェリービーンズグループの100%子会社）

譲渡人 MY-ONE Co., Ltd.（大韓民国の法人。詳細は相手先の要望により非開示）

譲渡対象 メタバースプラットフォーム「MYONE」公式サイトの営業権一式（ドメイン・ソースコード・コンテンツ・運営アカウント・データ等）

本件の目的 日本におけるメタバースプラットフォーム事業への参入および独占的な展開

想定スケジュール 契約締結日 2026年5月22日／取得日（譲渡実行）2026年5月31日

決議方法 株式会社JB BLOCK の取締役会決議による決定

※ 取得対価その他の取引条件の詳細は、適時開示（本体）「固定資産（営業権）の取得に関するお知らせ」をご参照ください(

※ 本資料は、株式会社JB BLOCK の取締役会で決議された営業権譲受契約に基づき作成しています。
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A b o u t

譲渡人と対象資産
本件の譲渡人である韓国 MYONE 社と、譲り受ける営業権の内容

譲 渡 人  会 社 概 要

商号 MY-ONE Co., Ltd.（MYONE／マイワン）

所在地 大韓民国（詳細は相手先の要望により非開示）

代表者 非開示（相手先の要望による）

事業 Webベースのメタバースプラットフォームの企画・運営

譲 り 受 け る 営 業 権

「 M Y O N E 」 公 式 サ イ ト の 運 営 に 必 要 な 権 利 ・ 資 産 一 式

ドメインおよびサイトの運営・管理権限

プログラム・ソースコード・CMS設定・データベース

サイトコンテンツに関する権利（譲渡可能な範囲）

運営に用いる各種アカウント・データ一式

プラットフォームの特性

アプリ不要・Webブラウザ上で動作するメタバースプラットフォーム

運営実績

医療・学術領域を中心に、オンライン／オフラインでの運営実績を有す*

（MYONE社提供情報）

譲受後の運営

JB  BLOCK  が承継

譲渡対象外

MYONE社の他事業・他サイトの資産や、移転できない権利等は対象に含まれない 日本向けに展開
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M a r k e t

メタバース市場の規模
世界・国内の調査が示す、メタバース市場の今後の成長見通し

メタバースは、世界・国内ともに今後の大きな成長が予測される市場です;

本件は、運営実績のあるプラットフォームの営業権取得を通じて、この成長市場への早期参入を図るものです。

世 界 市 場  ／  2 0 2 6 年 予 測

1,501億ドル
世界全体の予測規模

※ 世界のメタバース市場規模は2026年に1,501億ドル、2030年には5,078億ドル規模が予測されており、日本のメタバース市場は2028年には1兆8,700億円まで拡大すると予測されています;

出典：総務省「情報通信白書」

JELLY  BEANS GROUP

世 界 市 場  ／  2 0 3 0 年 予 測

5,078億ドル
2026年比 約3.4倍

日 本 市 場  ／  2 0 2 8 年 予 測

1兆8,700億円
国内市場の予測規模
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B a c k g r o u n d

なぜ、いまメタバースなのか
市場の追い風と、当社グループの成長戦略が交わる領域

市場環境（追い風） 当社グループの狙い

拡大するメタバース市場

各種調査機関の予測では、世界・国内とも今後の成長が見込まれる

Web・モバイルでの利用拡大

アプリ不要で接続できる利便性が参加のハードルを下げる

双方向コミュニケーション需要

イベント・コミュニティ運営におけるオンライン体験の高度化

データ活用の高付加価値化

参加データの蓄積・分析がマーケティング資産となり得る

エンターテインメント事業の強化

既存のエンタメ領域に、メタバースという新たな柱を加える

新規事業による収益源の多様化

グループの収益基盤を広げる新規事業として位置づける

検証済みプラットフォームの活用

自社開発によらず、運営実績のある基盤を取得して早期に展開

グローバル展開への足がかり

日本展開を起点に、将来的な海外展開の可能性を見据える

市場の追い風と当社グループの成長戦略が重なる領域として、運営実績のあるプラットフォームの営業権譲受により、早期の事業参入を図ります。だから、いま取り組む
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S t r u c t u r e

本件の体制
営業権の取得により、運営実績のあるプラットフォーム基盤を日本で展開

株式会社JB BLOCK

株式会社ジェリービーンズグループの100%子会社

ブロックチェーン・web3領域の事業基盤

国内でのプラットフォーム展開・運営を担う

グループのエンターテインメント事業との連携

MY-ONE Co., Ltd.

Webベースのメタバースプラットフォームを保有

アプリを必要とせず動作する技術

医療・学術領域での運営ノウハウ

オンライン／オフライン統合の運営経験

日本側の事業運営主体 営業権の譲渡元（韓国の法人）

本 取 得 が 生 み 出 す 価 値

運営実績のある基盤の取得�

早期に事業参入
×

日本市場に最適化し�

独自の展開
×

グループ事業と+

相乗効果の創出
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S t r e n g t h s

プラットフォーム「MYONE」�
3つの特徴

Webベース × モバイル中心 × AI基盤 — 参加体験を高める設計

1

Webベース

アプリのインストールを必要とせずF

ブラウザ上で即座に接続できる

ダウンロード不要で参入障壁が低い

URLを開くだけで参加可能

幅広い利用者層にリーチ

2

モバイル中心

スマートフォン環境に最適化しF

いつでもどこでも接続できる

モバイルに最適化された画面設計

参加率の向上に寄与

手軽さがユーザー体験を改善

3

AI基盤のデータ活用

参加者の行動・ニーズを分析しF

パーソナライズした体験を提供

参加データの蓄積と分析

コンテンツの最適化に活用

マーケティング資産としての発展性

「アプリ不要」「モバイル最適」「データ活用」の3点で、参加体験の向上と運営効率の両立を図ります。スポーツ・エンタメイベント、ファンコミュニティ、企業の展示会など、多様

な活用を想定しています。
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R o a d m a p

展開ロードマップ
営業権の譲受から本格展開まで — 段階的に事業を立ち上げる

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5

営業権の譲受

2026年5月31日に取得（クロージン

グ）。ドメイン・サイト・データ等

の移管を完了。

国内基盤の整備

日本向けの運用体制・サポート体制

を構築。

パイロット展開

限定した領域・案件で実証し、効果

を検証。

本格展開

対象領域を拡大し、独占的な展開を

本格化。

領域の拡張

スポーツ・エンタメ・展示会など多

様な用途へ展開。

段階的な事業立ち上げ — パイロット展開で効果を検証したうえで本格展開へ移行し、リスクを抑えながら事業を拡大します。各段階の時期は進捗に応じて見直します。
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E x p e c t e d  I m p a c t

期待される効果
本件が当社グループにもたらす3つの効果

新たな収益基盤

R E V E N U E

メタバース事業という新規の柱

エンターテインメント事業の拡充

収益源の多様化

運営実績のあるプラットフォームを取得することで、

立ち上げ期間の短縮を図ります。

グループ連携の強化

S Y N E R G Y

エンタメ・IP・コミュニティ運営との連携

双方向コミュニケーション領域の強化

イベント・展示会等での活用

ファンコミュニティやイベント運営など、グループ

既存事業との相乗効果を見込みます。

将来の成長余地

G R O W T H

データ活用による高付加価値化

多様な業界・用途への展開

グローバル展開への布石

日本展開を起点に、将来的な事業領域・地域の拡張

可能性を見据えます。

本件は、当社グループのエンターテインメント事業を強化し、中長期的な成長に向けた新規事業の柱を育てる取り組みと位置づけています@

記載の効果は本件の成果を保証するものではありません。
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11



D i s c l a i m e r

将来予測に関する注意事項
Forward-Looking Statements / Disclaimer

将 来 予 測 に 関 す る 注 意

本資料に記載されている本件の計画・戦略、当社グループの将来の業績等に関する事項は、現時点で入手可能な情報に基づき、当社の判断のもとに作成したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の結果は、契約条

件の確定状況、事業環境、市場動向、為替変動、その他様々な要因により、本資料の記載と大きく異なる可能性があります。

本 件 の 進 捗 に つ い て

本件は、株式会社JB BLOCK の取締役会で営業権譲受契約の締結を決議したものです。クロージング（譲渡実行）は契約所定の前提条件の充足を前提とし、本件の期待される効果を保証するものではありません。最終的な内容に

変更が生じた場合は、適時開示等により別途お知らせします。

本 資 料 の目的

本資料は当社グループのIR情報の提供を目的としており、有価証券取引の勧誘を目的としたものではありません。投資に関する最終的な判断は、投資家ご自身の責任において行われますようお願い申し上げます。

情 報 の正確 性 ・著作権

本資料の作成にあたっては万全を期しておりますが、その内容の完全性・正確性等について当社が保証するものではなく、記載内容は予告なく変更される場合があります。本資料の著作権は株式会社ジェリービーンズグループに

帰属し、当社の事前の書面による承諾なく複製・転載することを禁じます。
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C l o s i n g

本件は、当社グループ�

メタバース事業への本格参入に向け�

第一歩です。

当社グループは、運営実績のあるプラットフォーム「MYONE」の営業権譲受を通じて、エンターテインメント事業の強化と新規事業の創出に取り組

みます。本件に関するお問い合わせは、株式会社ジェリービーンズグループ IR広報室までお寄せください。今後の進捗・続報は、適時開示およびコー

ポレートサイトの「IR・ニュース」よりご確認いただけます。

株式会社ジェリービーンズグループ｜証券コード 3070（東証グロース）
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